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クリスマス礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

讃美歌⇒98番（旧 150番）（MK姉） 

『天にはさかえ』 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 2章 4~7節（MM姉） 

『ヨセフもダビデの家に属し、その血筋であったので、ガリラヤの町ナザレから、ユダヤのベツレヘムという

ダビデの町へ上って行った。身ごもっていた、いいなずけのマリアと一緒に登録するためである。ところが、

彼らがベツレヘムにいるうちに、マリアは月が満ちて、初めての子を産み、布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。

宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである。』 

 

讃美歌⇒107番 

『馬槽のかたえに』 

 

 

聖書⇒イザヤ書 9章 1節（ES姉） 

『主はわたしに油を注ぎ／主なる神の霊がわたしをとらえた。わたしを遣わして／貧しい人に良い知らせを

伝えさせるために。打ち砕かれた心を包み／捕らわれ人には自由を／つながれている人には解放を告知させ

るために。』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 1章 14、17~18節 

『言は肉となって、わたしたちの間に宿られた。わたしたちはその栄光を見た。それは父の独り子としての

栄光であって、恵みと真理とに満ちていた。 

 

律法はモーセを通して与えられたが、恵みと真理はイエス・キリストを通して現れたからである。いまだか

つて、神を見た者はいない。父のふところにいる独り子である神、この方が神を示されたのである。』 

 

＜祈＞ 

 

 

 



礼拝讃美歌⇒467番（SK姉） 

『御座をも惜しみなく』 

 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11章 23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

讃美歌⇒205番 

『わが主よ今ここにて』 

 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒ルカによる福音書 2章 5~20節（KH兄） 

『その地方で羊飼いたちが野宿をしながら、夜通し羊の群れの番をしていた。すると、主の天使が近づき、主

の栄光が周りを照らしたので、彼らは非常に恐れた。天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体に与えら

れる大きな喜びを告げる。今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。この方こそ主

メシアである。あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み子を見つけるであろう。これが

あなたがたへのしるしである。」すると、突然、この天使に天の大軍が加わり、神を賛美して言った。「いと高

きところには栄光、神にあれ、／地には平和、御心に適う人にあれ。」天使たちが離れて天に去ったとき、羊

飼いたちは、「さあ、ベツレヘムへ行こう。主が知らせてくださったその出来事を見ようではないか」と話し

合った。そして急いで行って、マリアとヨセフ、また飼い葉桶に寝かせてある乳飲み子を探し当てた。その光

景を見て、羊飼いたちは、この幼子について天使が話してくれたことを人々に知らせた。聞いた者は皆、羊飼

いたちの話を不思議に思った。しかし、マリアはこれらの出来事をすべて心に納めて、思い巡らしていた。羊

飼いたちは、見聞きしたことがすべて天使の話したとおりだったので、神をあがめ、賛美しながら帰って行っ

た。』 



 

聖書⇒ヨハネによる福音書 10章 10~11、14~15節 

『盗人が来るのは、盗んだり、屠ったり、滅ぼしたりするためにほかならない。わたしが来たのは、羊が命を

受けるため、しかも豊かに受けるためである。わたしは良い羊飼いである。良い羊飼いは羊のために命を捨て

る。 

 

わたしは良い羊飼いである。わたしは自分の羊を知っており、羊もわたしを知っている。それは、父がわたし

を知っておられ、わたしが父を知っているのと同じである。わたしは羊のために命を捨てる。』 

 

 

聖書⇒イザヤ書 9章 1節（ES姉） 

『先に／ 

ゼブルンの地、ナフタリの地は辱めを受けたが／ 

後には、海沿いの道、ヨルダン川のかなた／ 

異邦人のガリラヤは、栄光を受ける。 

 

闇の中を歩む民は、大いなる光を見／ 

死の陰の地に住む者の上に、光が輝いた。』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 4章 15~17節 

『「ゼブルンの地とナフタリの地、／ 

湖沿いの道、ヨルダン川のかなたの地、／ 

異邦人のガリラヤ、暗闇に住む民は大きな光を見、／ 

死の陰の地に住む者に光が射し込んだ。」 

そのときから、イエスは、「悔い改めよ。天の国は近づいた」と言って、宣べ伝え始められた。』 

 

 

 

讃美歌⇒119番（KH兄） 

『羊は眠れり』 

 

 

 

《建徳要旨》 


